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11/30 火 

●東大寺の回廊で３００回の記念議会が開かれました。
　着物を着て参加しました。着物には不思議な力があるように思いました。自分も何かいつもと違う感じにな
りますが、周りの人も喜んでくれます。幸せな気分になれるものがタンスの肥やしではもったいないと思いま
す。
大仏殿をバックにフルートのコンサートを聞かせていただきました。とても心地よい音色で、東大寺を訪れる
観光客の方も何をやっているのかと関心があったようです。

●奈良県議会基本条例が全会一致で可決しました。
●議場に戻ってから諸金給与の引き下げの議案が総務警察委員会で付託され、山村議員が反対討論をしま
した。
　無所属会派になった浅川議員も反対討論、議運で１人会派でも討論を認めるのかという議論がありました
が、私は今日議会基本条例を制定して開かれた議会になろうと県民の方々に決意を現した議会が、手続き
を踏んで発言通告が出れば拒む理由がないと主張して討論が認められることになりました。

●葛城北民主商工会共済会第１４回　総会で挨拶させていただきました。

11/29 月 ●代表質問の打ち合わせ

11/28 日 ●広陵町共産党後援会のバスツアー、南山城のフォレストレイクに行ってきました。
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11/27 土 
 

●救援美術展　今回で最後の美術展でした。杉の木目を使って書いたあのつくことばの額を購入しました。
●宣伝３ヵ所
●みんなで歌う会

11/26 金 
 

●河合町の南口議員とおみちの問題で県の担当課より話を聞きました

●議員団会議

11/25 木 
 

●葛城浄化センターを共産党議員団で視察。
　平成15年から施行、センターとかもきみの湯で121億かかり、補助金を除いて６０億円を組合で負担。御所・
高田・香芝、葛城・北葛城郡４町で組合を作って運営。使用料は人口割り１に対し処理量９として負担。
ビジター受け入れが明日香・三郷・黒滝・川上　１日の処理量が240トン、脱塩装置までついた処理装置はめ
ずらしいとのこと、汚泥処理で出る肥料は４００袋、希望者に配布。
　塩は６ｔから７ｔ、業者にお金を支払って引き取ってもらう。センター内部は悪臭は全くなく清潔でした。

　管理は住友重金属に委託、５年間で35億の委託費、地方債の償還は21年度末で51億円　平成30年で償還
が終わる計画
　管理量が年度で変化しているのは起債の償還が３年据え置きで19年から始まっていることなどが影響。
　海洋投棄の時代に運搬していた業者に対して国が特別法を作って保護している。
　中継槽が有って一旦汲み取ったし尿を集め、タンクローリーで運搬、朝４時から10時までが搬入時間、24時
間体制の業務。
　組合参加のところは運搬費用は組合が負担、ビジターは運搬費用は自治体負担。
　かもきみの湯は１日千人が利用入浴代500円、指定管理で委託オーシーエヌが受けている。21年から23年
の3年間。

●御所のJAを中垣、中北議員と訪問、ТPPで懇談。自分たちも仕事を失うことになると賛同してくれました。
全県の反対集会を12月に橿原で行うそうです。

●高田土木に申し入れ、上牧町役場前の道路の陥没の改善要望。王寺町畠田の交差点の歩道について申
し入れをしてきました。

・・・・・河合町生活相談

●議会の準備

11/24 水 
 

●各派代表者会議　浅川議員が自民党を離れて無所属に変更になり届出が出されました。
●吉野林業を考える会
　川上村源流館に行ってきました、山村の疲弊をいつも感じます。
ブラックバスが下北山村の観光資源になっていますが、外来種であり、全てを食い尽くす習性があり、対応策
が必要との意見が出ました、又河川改修が三方コンクリートで固められ、小魚がブラックバスが来て逃げ場
がない、

　オオダカがいなくなった。昔は間伐で山から木を切り出した。その当時は空からウサギやきつねが良く見え
て鷲や鷹がいたが、今は山が茂ってたかが住めなくなっている。

　魚がいなくなった。草下から魚を採っていた子どもがいなくなった。魚がいないところは人もすめなくなる。
　ТPPになったら大問題。世界の水不足で９億人がきれいな水が飲めないが日本が外材を輸入することは
外国の水を吸って大きくなった木を入れることは外国の水を輸入していることになる。

　国産材を使うことがますます重要です。三之公（地名）を国有化して保全していく取り組みが必要。
　などなど、いつもいろいろ刺激を受ける集まりです。

●北葛城郡選対会議

11/23 火 
 
●勤労感謝の日、北葛城郡統一行動
　地元を廻って宣伝をしました。暖かく天気もよかったので、いろいろ反応がありましたТPP問題で宣伝をし
ていたら、卵の入れ替えをしていた人が聞かせてもらいましたと言ってくれました。
　卵は輸入関係ないですかと聞いたら、殻付きは輸入されていませんが卵液では入ってきているそうです。



５ヶ所で宣伝、

●広陵９条の会で西谷文雄さんのイラク戦争のビデオを見る会があり参加しました。
　生々しい映像にイラク戦争の愚かさと怒りが沸いてきます。
ビデオを見てからいろいろ意見交換。何度も見ているのにそれでは何かしなくてはという所までいかない。
　タクシーに乗ってきたが運転手さんに平和の大切さを話せてよかった。
　９条の署名に行っても、各派必要だと言い切る人がいると腹が立つ。若い人は署名にも好意的。
みんなで見ながら意見交換をすることは良いことです。

●議会の準備

11/22 月 
 

●男女共同参画の学習会、女性会館で行いました。
　辻本課長補佐に奈良県の男女共同参画のまとめについて報告をしていただきました
　市町村の取り組みに格差があり奈良県として進めていくには市町村の具体化が欠かせません。調査報告
から今の世相が良くわかります。

●代表質問の打ち合わせ

●林政課より森林の区分の具体的な計画が出来たことの報告を聞かせていただきました。

●高田土木に、王寺町畠田の交差点の歩道が段差が横断歩道のところが下げられていて交差点がでこぼこ
になっていて危険であり、申し入れを行いました。

●新婦人との懇談会　特別支援学級の児童が来年80人の１年生で８人もいるという深刻な実態を聞きまし
た。
　先生も専門の先生が少なく親が相談してもよく理解されていないのではないかと不安になるなど、多くの不
安を抱えていることがリアルに話されました。

親子リズムなど公民館の有料化がネックになって続けることが困難になってきているとのこと。
子どもの救急医療で、奈良から橿原まで運ばれたなど、いろいろな声を聞かせていただきました。

・・・・・生活相談　医療問題について

２２日は１５日の下だ
からイチゴのショート
ケーキの日とか

11/.21 日 
 
●葛城民主商工会共済会バスツアーで京都の清水寺と大原三千院にいってきました
お天気もよく暖かく、見事な紅葉で、命の洗濯をさせてもらいました。
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11/20 土 
 

●奈良県生活協同組合連合会　創立20周年記念式典が奈良ロイヤルホテルで開かれ参加しました。奈良県
協同組合連絡協議会委員長で奈良県農業組合経営管理委員会会長の永田正利氏が挨拶。
　ТＰＰになれば日本の農業や食料は大変なことになると反対の共同を訴えられました。
　森林組合の北野常務理事に意見を聞きましたら森林組合のこれには反対だということです。もっと大きな運
動に広げていきたいと思います。
　講演は荒井知事のならの未来を語ると題して健やかに生きる構想案をわかりやすく紹介されていました。
　県立なら病院の建て替えや、医大の充実、南和医療など特に思い入れをこめて語っていました。
　山添村の老人医療費が平均612,000円、一番高い香芝は953,000円と１，５倍の差があります。検診率が第
１位、高齢者の就業率が４番目一人暮らしの高齢者は一番少なく自宅での死亡は１番高いなど興味部会分
析を披露されていました。

　そのことをやっていこうと生涯を掛けて情熱を燃やした吉本先生と、きめ細かな保健指導を可能にした保健
師の配置など多方面の分析も必要ではないかと思います。
　医療関係者や、住民が奈良県の医療に対して同じ目標を共有できるのかがこの事業の鍵を握っていると
思います。直接講演を聞かせていただいてよかったと思います。

世界の子どもの描いた絵を河合㈹小学校の子どもたちがメッセージをつけて展示している展覧会がまほろば
ホールで開かれて見に行ってきました。子どもたちが環境や地球生物など国を越えて共鳴していることにとて
も感激しました。

●広陵町戦没者追悼式に参列
　町長が追悼の言葉の中で沖縄の米軍基地に触れ普天間や嘉手納の首長さんに手紙を送ったことを紹介さ
れていました。
　年々参列者が減っています。戦争を知らない世代にも地元で命を落とされた方がいたということを伝え続け
ていく新しいやり方を考えていく必要があると思いました。

11/19 金 
 

●王寺駅早朝宣伝　幡野、金田議員と
●王寺の上牧片岡台団地に行く交差点、ガソリンスタンドの筋向いの交差点の角地が横断歩道のところだけ
段差を取っているため山型になっており、危険で現場調査を行いました。

●演説会のお誘いをしました。柳田法務大臣の２つの言葉があれば大臣が務まる発言で国会が問責決議を
上げる方向

県警に河合町万代前の道路のゼブラゾーンの改善と、サティから片岡台に行く道路の新聞店の交差点が子
どもの通学路になっていますが、道幅が広く危険で信号機の設置要望有申し入れを行いました。

●小池晃政策委員長の大演説会には100年会館の大ホールがいっぱいになる盛況でした。
　事業仕分けで仕分けるべきは民主党ときっぱり。簡単にわかりやすくユーモアを交えての語り口調は天下
一品です。
　来年の一斉地方選挙の候補者として一言づつあいさつ。議員が全員集合すると盛観です。

11/18 木 
 

●結集会議
●演説会のお誘い
●新婦人で仏画を教えていただきました

●議会の準備
　生活保護の不服審査請求が遅れていた問題で更に回答が遅れると連絡があったということで県に直接事
情を確かめたいとのこと、面談の時間の予約調整。
●お通夜
●支部会議

11/17 水 
 
●五位堂駅前早朝宣伝
19日の演説会のチケットを配りました。いつもより受け取りがよかったような気がします。
●結集会議

●県議会へ
　議会基本条例検討委員会17回目です。最終的に原案が出来ました。

●議案説明　人事院勧告に基づく給与の引き下げについての説明などを受けました。
●水道の使用量についての調査
●纏向遺跡の保存についての申し入れ　
　地図で平城京と比べて説明をしてもらったところ外側のエリアで約４倍ほどの広大な広さであることがわか
りました。文化財の保存で最もいいのは水田として利用されていること、纏向遺跡の宮殿跡は田んぼであっ



たために保存されていたということです。
　発掘調査は水田を荒らすことになり、一番良いのは地元の人々にその価値をみずから認識して守り伝えよ
うという自主的な意識が重要とのこと。
農業が成り立たなくなり遺跡のためというより、手放したいということもあり、奈良県のようにどこを掘っても何
か出てくる地域では遺跡の保存はとても難しいと感じました。

●各種団体との要求懇談会
　生活保護の現場に人が足らず、本来知っておくべき知識がない人が対応すると通院交通費などを知らない
ために支給されないことが起きている。
　国の負担で生活保護は人件費も保護費も100％実施せよと求めて欲しい。

官製ワーキングプアをなくして欲しい。　　　　　　　　　　　　　

11/16 火 
 

●福岡県議会視察
　ここは圧倒的に自民大国です。84議席中自民が42議席議長は全国初めての女性議長４期目の人です。も
ちろん自民党、お会いできなくて残念でした。
　特別委員会が６つあり、１年で中間答申２年目で答申を出すことになっています。
　奈良県議会の特別委員会のあり方も改善が必要出す。

福岡県は共産党が５議席でしたが、今回１議席に後退したとのこと。１期目議員が一人ということでさぞかし
大変だと思いました。

　ここは議会中継も中継も以前はやっていたようですが、視聴率が悪く今は取りやめになっています。
　議会基本条例の策定はしていませんが、議会の活性化当に関する検討会を開いて特に県のさまざまな計
画に議会の意見が反映できるようなあり方などが検討されているそうです。
　議会運営委員会は各派の代表者で構成されていますが、委員が欠席のときは同じ会派の人が参加するこ
とが認められていますが、議決権はないそうです。
　予算説明は知事が各派代表に行い総務部長が議会運営委員会で説明されるそうです。

　議会棟にはレストランがあって職員の方もこの食堂に食べにきています定食が650円・うどんや、軽食など
値段も手ごろレストランのカウンターには福岡県のお酒がならべてありました。又地場の野菜や地元の食材
も販売されていました。

　奈良県議会がこの間いろいろな取り組みを行ってきたため奈良の方が良いと思うことがたくさんありまし
た。
　奈良県が代表一般質問をテレビ放映していることを伝えるととてもびっくりしていました。

11/15 月 
 

●議会運営委員会県外視察　
　山口県から東大寺建立のときに銅や巨木が使われたという説明を聞きました意外なつながりに驚きまし
た。
山口県議会を尋ねました。　ここは奈良県と人口も１４４万人議会の定数も４９人でほぼ同じ規模です。

　特徴としては予算委員会がありません。その代わりに常任委員かが３日間取ってあり、各常任委員会で関
連予算の審議になります。
　歳入は総務委員会、歳出は各委員会が行います。
専門が深まる利点はありますが、少数会派の場合に所属委員会以外の内容を反映させるうえでやりにくい
場合があるのではないかと思いました。ちなみに共産党は３議席でした。４人以上が代表会派ですので代表
質問は出来ませんが少数会派は、質問は自由になっているそうです。
　議員の条例提案など政策立案に当たる議会の職員が専門に配置されていました。

　この間の議員提案条例は２本。中山間地域振興条例。県が計画策定しているときで、議会がリードした形
になっています。もう一本は県内業者を出来るだけ使うことを条例で定めたふるさと産業振興条例です。
ちなみに議会のホームページアクセスは全国２位ということです。

11/14 日 
 

広島の町を歩いてきました。
　思ったより都会でびっくりしました。市内を流れる川に原爆直後水を求めて多くの人がなくなったことは静か
な川面、紅葉に色づいた木々からは想像できません。
　ここまで復興させてきたパワーを感じました。ちょうど恵比寿祭りでとてもにぎわっていました。
　大学の先輩が被爆者で今年の世界大会で体験を報告されたそうです。
　音楽を通じて平和活動をしている人、社交ダンスの大会で優勝した人、地域で民生児童委員で頑張ってい
る人、行政職、学校の先生、施設作り、ソーシャルワーカー、全国で頑張っています。
思い切って出かけていったかいがありました。
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11/13 土 
 
●結集会議
●日本福祉大学学生部落研の同窓会で広島に行ってきました。
平和記念館、平和公園を地元の方に案内していただきました。
　アメリカは銀縛の威力を確かめるために空襲のない地域を選び京都広島小倉長崎が候補になり、初めに
原爆は広島に落とされました。600メートル上空で爆裂。そのましたにあった外科医院のところに行ってきまし
た。また呉服屋さんの地下が残っていて、ヘルメットをかぶって中を見せてもらいましたが、たまたま地下に
書類を鳥に来ていた人だけが生き残り８１歳まで生きられたそうです、地下から道路が垂れ下がっているの
がわかりました
　記念簡易原爆孤児になった少年が靴磨きをしていた写真がありました。アメリカの軍人さんが靴を磨いても
らったとき、少年にサンドイッチをお腹が空いているだろうと言って渡したそうです。
　少年はそれを紙に包んですぐ食べなかったので、君が食べたらいいんだよというと、家に６歳の妹が待って
います。このパンは妹に持って帰りますと話したそうです。
　その後、アメリカ兵はハワイの州知事になったとき、日本という国はこういう子どもがいる国だから必ず世界
でも優れた国になるという話をしたそうです。
　とても心に残る話でした。
　全国から４５人が参加。私たちの世代より上の人がほとんどでしたが１年のときに４年生だった先輩もきてく
れて懐かしい時間を過ごしました。
結婚して苗字も違っているので私が議員をやっていることを知っていた人は余りいなくて頑張ってと激励され
ました。



11/12 金 
 

●王寺駅前早朝宣伝、幡野議員と
　尖閣諸島のビデオ流出問題は、国家機密法など違うところに論点がいこうとしていますが、本来はもっと早
く公表すべきものをしてこなかったところにこそ問題があります。

足の痛みが気になって受診、外反母趾のリハビリを続けるようにいわれました。運動靴がいいそうです。いそ
がしさにかまけて自分のことは後になってしまうのですが、やはり受診は必要です。

●県の農林部長に県議団でТPP問題で申し入れを行いました。
　奈良県は農地の７割が田んぼで、米が作れなくなると景観や環境食料など多大な影響が出るので反対す
るように申し入れました。
●手をつなぐ育成会の方が先日の研修会の参加のお礼にこられました。
●水道局より水フォーラムの資料を頂きました。

●高田土木交渉、高田と北葛城郡の要望を行いました。
　住民から出ている問題と土木が必要と考えているところはかなり一致しており、今年度中に行うという回答
もいくつか頂きました。

●演説会のお誘い

11/11 木 
 

●結集会議
●奈良県保育運動団体連絡協議会から要望書を受け取りました。
●ベトナム共産党と日本共産党奈良県委員会の懇談会で昼食会を行いました。
　シンチャオ　こんにちはというベトナム語です。バスが到着してお迎えしましたが、だれがベトナム人でだれ
が日本人か見分けがつかないほどよく似ています。厚生委員会視察のため途中で退席させていただきまし
たが、同じアジアのものどうしもっと仲良くなれると思います。

●厚生委員会県内視察県立なら病院建設問題で移転候補地と現地を視察しました。
　地元からは１万８千人の地元での建て替えを求める要望署名が提出されています。

●移転候補地　奈良市七条西町、県営住宅の予定地だったところです、　小高い山になっていて自然がその
まま残っていました。
　川の向こうに中の川の駐車場が見えました。広さは12ヘクタール。病院建設は６ヘクタールくらい開発が必
要です。古くからの登弥神社があり五条山病院と隣接。現在の病院と直線では１，３キロ離れています。　　
アクセスでは近鉄西ノ京駅から２キロ、現在六条山までバスがあり、そこから徒歩10分、道路は主要地方道
枚方大和郡山線のすぐそばです。
ここのメリットは一度に工事が行われるため４年後には新病院が完成できること
　デメリットは自然が破壊されること。交通アクセスでは近鉄の駅からの道路が狭いこと。
　地下の遺稿については県営住宅の候補地になったときに調査をしたが、牛馬のお墓のようなものがあった
ということです。
　現在のところの跡地利用の検討が必要です。

　現地での建替。看護学校、医師住宅、看護士宿舎を取り壊して本館建設、診療をしながらの工事になるた
め期間が８年かかる、、看護学校の移設先がまだはっきりしていない。敷地が手狭で現地建て替えの場合は
近隣の田畑の協力が得られるとのこと、地域住民の強い要望があること。
屋上から見せていただきましたが、実際目で見るとよくわかりました。

　地域住民の思いとしては身近な総合病院で共生していかなくてはならない病院となっています。

●一方県が作ろうとしているのは高度医療の拠点病院です。奈良県の救急搬送は救急車が着てから病院収
容までの時間が長く、重症患者の受け入れが困難です。救命センターの受け容れ率は79.3％と全国ワースト
１
●重症患者で受け入れが30分以上かかかるのが近畿圏で奈良県が9.4％とワースト１　全国平均4.3と比べ
ても深刻です。
　ちなみにこの地域の医療体制は、西ノ京病院、吉田病院、済世会病院、石州会病院、西なら医療センタ
ー、五条山病院があります診療所などの一次医療も集積しているとのこと。

予算はまだ比較されていませんが、長期間かかることや移転させながらの工事を考えるとトータルでそんな
に違いはないのではとのことでした。

●最後の川口病院長に現地の意見を聞かせていただきました。最初はここで立替でもいいということだった
が、期間が８年かかると聞いて驚いた。
医大の建て替えの時に診療をしながら工事を経験したが，C棟のめどが途中で立たなくなった時があり、辞
めていった医師もいたとのことでした。
　今の奈良県の医療改革にスピード感が求められるのは確かです。

●帰りに院内保育所によって見ました、今も週１回24時間保育が行われています。

11/10 水 
 

●箸尾駅前早朝宣伝　全駅一斉宣伝を行いました。
●北葛城郡結集会議
●事務所の掃除

●高田土木の要望まとめ
●議会準備

●みっちゃんの宅急便の原稿

11/9 火 
 

●大山崎町に水道問題の調査のため行ってきました。
　広陵町の山田美津代、八尾春雄議員とともに府営水道を必要以上に町に購入をさせられたことに対して前
真鍋町長が裁判を行い敗訴となっています。
　大山崎は地下水が豊で水質もよくサントリーのモルツはここの生水で作られているそうです。

　当時の国のウォータープランで人口の過剰予測で各地でダムの建設が進められ水余りがおきていた時に
京都府は自治体に水を購入することを勧め大山崎では半分が府営水道になったとのこと。
　前は水道会計は黒字だったものが高い水を購入することで赤字になり、しかも契約水量と実態水量と大きく
離れているとのことです。

　地下水100％の時と変わったのは、味は冷やして飲めばほとんど違いはわからないそうですが、水温が夏
冷たく冬暖かくが大きく違ってきたいるとのこと。
　また工場など無料の地下水をくみ上げていますが、今回条例で地下水採取の適正化に関する条例が出
来、

今後１立方メートル10円程度もらうようになるそうです。
　住民が何を望んでいるのかそこに依拠した活動が大切とのアドバイスを頂きました。



JA奈良県に対してТＰＰ交渉に反対する申し入れを県会議員団でいってきました。
　農業新聞もそのことが前面に出ていて赤旗と見間違うほどでした。先日1000人の集会に紙智子議員が参
加してペットボトルに水とお米を入れて水が120円米が117円と比べて一番わかりやすい挨拶をしてくれたと
言っていました。
　今年は異常気象で奈良県のお米はいつもは９割が一等米ですが、今年は一等米が１割しかなかった上収
穫も減った。奈良県では10万トン位が５万トン程度。
　奈良県は耕地整備は出来ていない分生産コストが高くついている。また減反も全国平均で33％程度。奈良
県は45％と高いのが特徴。所得保障は転作をきちんとしたものにしかしてくれない。これ以上転作も出来な
ければ所得保障ももらえない。
奈良県の米は全国の200分の１
柿やみかんも例年の７割くらいしか収穫できず、農業生産が全県で４５０億円、年々下がっている。
　そのうち米が主要生産だが、それが打撃を受けたら今でも大変なところに壊滅的な打撃になる。
　今は頼るところがなくなった。どこでも力になってくれるところに力を貸してもらいたいと深刻な実態がひしひ
しと伝わってきました。

●奈良県の町づくりについて専門家の御意見を伺いに行ってきました。

11/8 月 
 

●県政資料の調査
●第40回手をつなぐ育成会研究集会が橿原の社会福祉総合センターで開かれ参加しました。療育、学校福
祉養護学校の進路指導、保護者からの報告を聞かせて頂きました。
　保護者の方の報告が素晴らしかったです。障害と認定されたときの苦悩、できるだけ子連れで出かけて地
域の理解を作ってきたこと。

　昨日、てんかん発作で子どもさんが救急で運ばれ救急受け入れまで２時間も係り親の思いが救急隊員さ
んにうまく伝わらなかったこと、その中でも今日の報告のために出席してくれていること。
　働いていたお母さんは学校入学で仕事を辞め地域で施設作りに奔走して数々の福祉施設を地域につくり
上げてきたことなどどれも感動でした。
　最後に議員の感想を求められてコメントしました。

少子化の中で知的障害児が増えている原因を究明すべき、生育歴の記録を作るなら、会で分娩のときの促
進剤の使用など調査をしたら貴重なデーターになるのではないか。
　今日のような会を開いてくれたことで全体が良くわかって勉強になった、保護者の方が苦労した分、負けず
に頑張っている姿が光ったと感想を述べさせていただきました。

●桜井市谷奥市長にマキムク遺跡の保存問題で日本共産党の見解を申し入れました。
　全面保存をしたいと市長も同感されました、市長の考えが国の保存や特別法の制定に大きな影響を与える
ことになる。など話が弾んで30分の予定が１時間の懇談になりました。

●桜井土木に吉田議員と地元の住民の方と中和幹線の騒音や交通安全対策で申し入れを行いました。

●北葛城選対会議

11/7 日 
 

●葛城北民商まつりでした。
　最初に挨拶、南京玉簾や腹話術など楽しい出し物やワンワンコーナーで子どもとペットとのふれあいも
今井光子のカレー屋を出して参加しました。ご飯やカレーを手分けして準備、皆さんに喜んでいただけまし
た。
業者の方がいろいろなお店を出して楽しいひと時でした
　
　途中で小雨が降って心配していましたが、すぐに晴れてきてホット一息です
健康チェックもさせていただきました。何とか年齢相応でした。体脂肪がちょっとオーバー気味
バザーではいろいろ買い込んでいっぱいの荷物に、ちょっと疲れましたが楽しい催しになってよかったと思い
ます。

ページトップへ

11/6 土 
 
●2010 秋ガンサミットに参加のため東京のベルサーュ三田にいってきました。
　特定非営利活動法人日本医療政策機構　市民医療協議会　ガン政策情報センターがこの間行ってきてい
る取り組みです。
　今年のテーマは地域の条例と予算を動かすがテーマでした。
奈良県からは奈良県ガン対策推進協議会の委員をされておられたあけぼの会の吉岡敏子さん、県の大西
課長も参加、私を含めて３名が参加しました。明日は県の健康局長も参加されるそうです。
　鳥取県が全国で始めて条例を制定しましたが、鳥取県の報告を聞くことが出来ました。

　鳥取県議会がん対策推進議員連盟会長の　佐々木雄三氏が報告。
友人の佐藤均さんがガンになってオキサリプラチンの抗がん剤治療のため東京まで通っていたそうですが、
命の重さは東京も島根も同じという思いから島根県ガン対策推進条例を、患者家族の声を聞いた議会が議
員提案で条例を制定することになったそうです。
　ガンサロンが県下の２５箇所で開催されており、県民はいろいろな意見交換や情報提供悩みが話し合える
ようになっています。またガン対策募金を19年7月から22年3月まで７億円の目標で取組み、6億7千万円が集
っているそうです。

　この取り組みは企業や県金融機関・又バナナを買うと１袋６円の募金をもらえる仕組みになっていてバナナ
募金だけで２千万円が集ったとか。議員や患者団体の街頭募金活動では、ガンで妻を亡くしたからと１万円
を入れてくれる人など県民的機運が高まっているようです。

　集ったお金で拠点病院などに機器を購入する費用に当てる、又基金を作って専門医の研修を行うなどして
います。議会ではガン撲滅宣言を行いそれをきっかけに島根ガン対策キャンペーン知ろう語ろうガンのことと
いうことでフォーラムや、患者サロン交流会。
22年度はガン対策推進計画の中間評価を行うとのことです。

　愛媛の取組み。徳島の条例には到達を評価して見直すことが書かれています。

　奈良りでからは吉岡さんが報告をされました。患者会として奈良県の遅れた取り組みを改善させるために
ホスピスの会などと一緒に議会に働きかけてきたことや、患者委員として条例制定の関わってこられたこと。
又10月10日のガンと向き合う日の今年の取組みを報告。議会がティッシュを配っている写真もスライドで報告
してくれました。
　条例が出来たことで奈良県では担当する係りが出来、予算が１９年医７６３万円だったものが２０年には９６
００万、２１年には１億１２１０万円２２年は２億２９４０万円に増額されるなど条例制定の力が大きいことを改
めて時間しました



　議会での推進連盟や、再評価システムなど課題を感じました。全国の県議会から議員さんが参加されてい
ました。お隣は愛知から来た９期目の自民党の筒井議員さんでした。愛知でも条例を作ろうと頑張っておられ
ました。
　患者団体の方は行政からあんまり出過ぎると出来るものも出来なくなると釘を刺されているという悩みなど
も聞かれました。

　日帰ハードでしたがとてもいい勉強になったと思います。

11/5 金 
 

●尖閣諸島での漁船追突事故がユーチューブで配信されマスコミが取り上げていました。
　衝突事故の直後に公表されるべきだったと思います。

●畠田駅前　金田、吉川久議員と宣伝。それぞれの議員さんに知り合いがいてアットホームな感じです。

●河合町南口議員と宣伝。長楽、川保田、市場、泉台、西穴闇、池部の６箇所。天気もよく良く聞いてくれまし
た。ТPPのことを訴えました

●県政事項の調査

11/4 木 
 

●五位堂駅前早朝宣伝八尾議員と
●各派代表者会議
●議会運営委員会　１２月議会が11月３０日に前倒しされます人事院勧告に基づき奈良県も公務員供与引き
下げの条例変更です、12月１日現在の在籍者が賞与の対象になるため引き下げ案が上程される予定
公務員が下がると又民間が下がり又公務員が下がるという悪循環です。ベクトルの向きを変えることが必要
です。
議会基本条例検討委員会　ほぼ完成ですが、17日もう一度委員会開催で確認です。

・・・・・生活保護の支給について

●男女共同参画の県の現状についての学習会の計画　講師のお願い
１１月２２日月曜日１０時から婦人会館にて県議団主催で行います
●奈良県のがん対策についてのレクチャーを受けました。
６日のがんサミットに県からも参加されるそうです
●県議団会議

11/3 水 
 

文化の日でした
●広陵町の文化祭でコーラスはなみずきで初舞台、いろいろな町のサークルの方々と発表会。コーラスの薄
紫のロングドレスを着ていたらいろいろな方が声をかけてくれました。
　演説会をするよりも緊張しましたが、何とか無事終了、小さな木の実、かあさんの手のひらを歌いました。絵
画や書道陶芸、写真などなどたくさんの方々の出展が並び文化水準の高さを感じました。
また舞台でも別の場所で知った方が、カラオケをしたり、尺八をしたり、と別の側面を見せていただきました。
　山田美津代議員は日舞を披露。八尾議員は詩吟とまた多才です。
保育園の絵も展示されて、我が家の孫たちもみんなで参加、家に帰ったらみたらしだんごを買ってきたととっ
ておいてくれました。

11/2 火 

●広陵町福祉課にシンポジウム参加のお礼
　広陵東小学校、広陵中学、広陵西小学校、大和広陵高校、を山田議員と訪問、野外活動センターの問題で
申し入れ懇談させていただきました。
●午後から八尾議員と真美が丘第２小学校、真美が丘中学、真美が丘１小学校を八尾議員と訪問しました。
時間の関係で北小にいけませんでしたが、又行きたいと思います。

　広陵町内の学校は直接利用していませんでしたが、懇談した校長先生や教頭先生は「利用した体験があ
り」よくその必要性を理解してくれていました。
　曽爾高原の自然の家がいっぱいで時期をずらさないと出来ないとなれば実際秋には運動会があり、全体
のカリキュラムを全て変更せざるを得なくなると、影響が大きい。

ｊ　授業時間が来年から増えることになり、修学旅行もどうしようかと考えている、と言った声。
　管理宿泊施設がないと分散して宿泊になるが、それには指導の教員が多く必要になるが、今の現場では
応援を頼む体制にはなっていない。

　施設が使いやすいかどうかはスタッフの充実にもかかっている。今の若い教師にテントの張り方から教えら
れる人は少ない。子どもたちも、薪に直接マッチで火をつけようとする。
　そういう子どもたちをテントとロッジだけを中心と施設では利用が出来なくなり、いずれ利用者がいなくなっ
て廃止になってしまうのではないか。
　また、高校では進路の問題で今年は６割弱の内定、毎年２次，３次募集で就職を決めていたが、今年はそ
こがほとんどない。卒業時期に進学も就職も出来ずに卒業する子どもが１割。
　高校授業料が無性になったが入学金、その他の経費はかかるので、親御さんから無償ではないのかと聞
かれる。など御意見を伺うことが出ました。

●県委員会総会に参加

11/1 月 
 

●広陵町支部会議に参加
　いきいきクラス会、つながり支えあいの町づくりシンポジウムを行いました。
４５名の方が参加してくれました。
　新井康友先生のお話がとてもわかりやすく好評でした。この会のために広陵町自治会長さん、王寺町の
民生委員さん・介護保健施設・包括支援センター・ケアプランセンター・役場の福祉課など廻らせていただき
多くの御意見を聞かせていただくことが出来ました。孤独死は皆さんの関心が高いことを改めて感じました。
　これをきっかけにまた福祉のネットワーク作りとしていきいきクラス会を発展させたいと思っています。

・・・・・・生活相談　生活保護について
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